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鵜山の桜並木

池田町の桜の名所の一つ、鵜山の桜並木。

北アルプスの山々に映える桜が鮮やかです。



　

「
池
田
町
が
世
界
に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い

自
然
景
観
の
中
で
、
町
民
が
心
豊
か
な
生
活

が
送
れ
る
」
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
私
は
町
民
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、
常
に
公
正
公
平
な
姿
勢

で
の
ぞ
み
、
町
民
の
皆
様
が
主
役
の
町
づ
く

り
、
安
心
・
安
全
で
温
か
く
支
え
合
っ
て
暮

ら
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
健
全
財
政
を
基

本
と
し
、
公
約
の
実
現
と
共
に
「
活
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
最
大
限
努

力
し
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

国
政
で
は
、
長
く
続
い
た
デ
フ
レ
か
ら
の

脱
却
を
目
指
し
安
倍
政
権
は
経
済
の
再
生
を

最
優
先
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
よ
る
「
３
本
の
矢
」
を
推
進
さ
れ
、

平
成
27
年
10
月
か
ら
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第

２
ス
テ
ー
ジ
に
移
り
、
一
億
総
活
躍
社
会
の

実
現
を
目
指
し
た
「
新
３
本
の
矢
」
す
な
わ

ち
戦
後
最
大
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
６
０
０
兆
円
、

希
望
出
生
率
１
・
８
％
、
介
護
離
職
者
ゼ
ロ

を
放
ち
、
少
子
高
齢
化
の
構
造
問
題
に
立
ち

向
か
い
な
が
ら
成
長
と
分
配
の
好
循
環
の
実

現
に
向
け
た
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

さ
て
平
成
29
年
度
、
町
に
お
き
ま
し
て

は
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
工
事
が
着
手
と

な
り
ま
す
。
町
税
を
は
じ
め
一
般
財
源
の
確

保
が
厳
し
さ
を
増
す
一
方
、
町
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
か
ら
財
政
需
要
は
増
加
の
一
途
に
あ

り
ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
必
要
不
可
欠
で

安
定
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
さ
せ
、
町

民
と
と
も
に
支
え
合
い
、
温
か
い
一
体
感
の

あ
る
「
協
働
」
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
ま

た
、
町
政
の
重
要
課
題
、
懸
案
事
項
、
先
見

性
あ
る
戦
略
事
業
を
着
実
に
実
現
し
、
改
善
・

解
決
・
挑
戦
し
て
い
く
た
め
に
は
、
従
前
に

も
増
し
て
中
長
期
的
な
観
点
か
ら
計
画
的
で

堅
実
な
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

私
が
公
約
に
掲
げ
て
い
ま
す
「
池
田
町

創
生　

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
本
年
度
は
組
織
改
正
を
行

い
「
８
課
22
係
」
を
「
９
課
１
室
24
係
」
と

拡
充
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
方
創
生
に
向

け
て
「
第
５
次
及
び
第
６
次
総
合
計
画
」
や

「
あ
づ
み
野
池
田
総
合
戦
略
」
の
目
指
す
姿

の
実
現
に
向
け
、
人
口
減
少
を
踏
ま
え
た
地

域
社
会
の
維
持
・
活
性
化
と
地
方
創
生
の
た

め
の
安
全
・
安
心
で
移
住
・
定
住
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
子
育
て
支
援
体
制
の

強
化
、
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
を
核
と
し

た
生
涯
学
習
の
充
実
、「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」

の
再
ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

や
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
、
喫
緊

の
課
題
へ
の
対
応
や
町
の
重
点
施
策
の
展
開

に
向
け
た
体
制
整
備
を
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
職
員
の
意
識
を
変
え
な
が
ら
、
重
要
性
、

緊
急
性
、
有
効
性
を
勘
案
し
、
投
資
効
果
、

選
択
と
集
中
、
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
行
政

改
革
や
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
簡
素
で
効
率

的
な
行
財
政
運
営
で
計
画
行
政
の
推
進
と
健

全
財
政
を
目
指
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、
平
成
29
年
度
の
施
政
方
針
と

い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
町
長
施
政
方
針
（
抜
粋
）

池田町長

甕　聖章

平
成
29
年
度
の
重
点
事
項

◆
子
育
て
環
境
の
整
備
、
移
住
定
住
施
策

　

子
育
て
支
援
の
体
制
強
化

　

若
者
向
け
宅
地
の
開
発
・
造
成

◆
産
業
振
興

　

産
（
農
商
工
）
官
学
金
の
連
携
強
化

【
農
業
】

「
花
と
ハ
ー
ブ
の
里
」
再
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進

【
商
業
】

　

商
業
拠
点
の
拡
充
、
強
化

【
工
業
】

　

池
田
工
業
高
校
と
地
元
企
業
と
の
連
携
強
化

【
観
光
】

　

ハ
ー
ブ
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅
一
帯
の
総
合
整
備
推
進

　

ハ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
推
進

◆
健
康
づ
く
り

　

薬
香
ハ
ー
ブ
の
普
及
促
進

◆
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　

文
化
財
保
存
と
公
開
の
研
究

◆
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン

　

全
町
一
斉
清
掃
デ
ー
の
充
実

　

ゴ
ミ
の
減
量
推
進
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全　体
町税の内訳

※１自主財源　町が自主的に収入にできる財源
※２依存財源　国や県から交付される財源など

目的別 性質別

町税
902 百万円 18.5%

使用料
および
手数料
62 百万円
1.3%

その他
578 百万
11.9%

地方交付税
1,800 百万円 37.0%

国庫支出金
529 百万円 10.9%

県支出金
276 百万円　5.7%

町債
470 百万円 9.7%

譲与税・交付金
251 百万円 5.2%

町民税
436 百万円 48.3%

町たばこ税
51 百万円 5.7%

軽自動車税
34 百万円 3.8%

固定資産税
381 百万円 42.0%

人件費
758 百万円 15.6%

繰出金
629 百万円
12.9%

その他
88 百万円 1.8%

普通建設事業費
937 百万円 19.2%

補助費等
672 百万円 13.8% 物件費

865 百万円 17.8%

公債費
528 百万円 10.8%

扶助費
391 百万円 8.0%

義務的
経費
1,677 百万円
34.4%

その他の
経費
2,254 百万円
46.3%

投資的経費
937 百万円 19.2%

民生費 
1,366 百万円 
28.1%

議会費 64 百万円 1.3%
その他
137 百万円 2.8%

消防費 
178 百万円 3.7%

農林水産業費 
276 百万円 5.7%

土木費 
471 百万円 
9.7%

衛生費 
263 百万円 5.4%

教育費 
1,024 百万円 
21.0%総務費 

561 百万円 
11.5%

公債費 
528 百万円　
10.8%

委託料　344 百万円
賃　金　232 百万円
需用費　157 百万円
その他　132 百万円

補助金　116 百万円
負担金　393 百万円
その他　163 百万円

一般会計歳入予算構成比率　総額 48億 6,800 万円

一般会計歳出予算構成比率　総額 48億 6,800 万円

依存財源※
２

3,326 百万円　68.3%

自主財源※
1

1,542 百万円
31.7%

　平成 29 年度当初予算が町議会３月定例会で可決されました。
　一般会計予算額は、前年度に比べ 18. ４％増の 48 億 6,800 万円となりました。昨年度は骨格予算であり甕町長とし
ては最初の本格予算となります。
　いよいよ社会資本整備総合交付金事業による地域交流センター等建設、緑地公園整備、弓道場移転等の大型事業が
スタートします。
　歳入の根幹である町税は町民税の増などにより９億１７６万２千円（前年比 1.0％増）を見込みましたが自主財源は
約 3 割であり引き続き厳しい財政状況にあります。
　こうした状況ですが、町の第５次総合計画に基づき全庁一丸となって健全で簡素で効率的な行財政運営に取組み、
町長の施政方針に掲げる施策を重点的に予算編成をしました。

平成 29 年度当初予算 一般会計総額48億6,800万円
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【歳入について】
・町税は、前年比 899 万円（1.0%）の増額を見込みました。これは、町民個人・法人税等の伸びによる増収
　を見込んだものです。
・歳入全体の 37.0% と最も大きな割合を占める地方交付税は、昨年度と同額の 18 億円を見込みました。
・譲与税・交付金等は、昨年度の実績を参考に景気の動向を踏まえた金額を見込みました。
・地方消費税交付金は、平成 26 年４月より消費税率の改正があり、今年度は 2,000 万円増額の１億７千万
　円を計上しました。
・寄付金は、同比 1,800 万円（94.2％）の増を見込みました。これは、てるてる坊主のふるさと応援寄付金
　の増が要因となっています。
・社会資本整備総合交付金事業等の計上により、国庫支出金は前年比２億 3,898 万円（82.2％）の増額、繰
　入金は同比３億 2,690 万円（834.8%）の増額、町債は同比１億 5,170 万円（47.7%）の増額を見込みました。

【歳出について】
・総務費は、てるてる坊主のふるさと応援寄付金経費等の増により同 4,577 万円（8.9%）の増額を見込みま
　した。
・民生費は、臨時福祉給付金等の増により、同 3,288 万円（2.5%）の増額を見込みました。
・農林水産業費は、圃場整備書類作成委託等の増などにより、4,011 万円（17.0％）の増額を見込みました。
・商工費は、商業等活用エリア整備事業等の増により同比 3,114 万円（31.0％）の増額を見込みました。
・土木費は、道路改良事業等の増などにより同 2,915 万円（6.6%）の増額を見込みました。
・教育費は、地域交流センター等建設事業、緑地公園整備事業、弓道場移転事業等の増により同５億 7,092
　万円（126.0％）の増額を見込みました。
・公債費は、償還元金の増により同 3,118 万円（6.3%）の増額を見込みました。

〈一般会計予算の概要〉

〈会計別当初予算額〉
会　計　名 平成 29 年度 平成 28 年度 増減比

一 般 会 計 48 億 6,800 万円 41 億 1,300 万円 18.4%

特 別 会 計（ 合 計 ） 20 億 4,404 万円 20 億 1,387 万円 1.5%

工 場 誘 致 等 608 万円 608 万円 0.0%

国 民 健 康 保 険 12 億 2,606 万円 12 億 3,601 万円 △ 0.8%

後 期 高 齢 者 医 療 1 億 2,644 万円 1 億 2,456 万円 1.5%

下 水 道 事 業 6 億 7,345 万円 6 億 3,514 万円 6.0%

簡 易 水 道 事 業 1,201 万円 1,208 万円 △ 0.6%

水道事業会計

収益的
収 支

（収入） 2 億 4,691 万円 2 億 5,350 万円 △ 2.6%

（支出） 1 億 8,254 万円 1 億 8,813 万円 △ 3.0%

資本的 
収 支

（収入） 259 万円 259 万円 0.0%

（支出） 1 億 2,405 万円 1 億 948 万円 13.3%
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問い合せ先　企画政策課 財政係　℡ 62-3129

議会費                      6,362 万円
議会運営、議会だより発行など議員の報酬や議会の運営などに使

われる経費

総務費             ５億 6,047 万円 庁舎維持管理、広報発行、財産管理、てるてる坊主のふるさと応援
寄付金、総合戦略推進、Wi-Fi ステーション整備、移住定住推進、自
治会活動費交付金、元気なまちづくり事業、交通安全防犯対策、バ
ス等運行事業、消費者行政、防災対策事業、税務業務、統計調査等
など

庁舎管理や税務、戸籍事務などに
使われる経費

民生費      　13 億 6,635 万円 町社会福祉協議会補助金、出産祝金、国保会計繰出金、後期高齢
者医療事業、介護給付訓練等給付費、介護保険広域連合負担金、
在宅介護慰労金、福祉医療給付事業、総合福祉センター維持管理、
福祉企業センター事業、臨時福祉給付金給付事業、保育園・児童セ
ンター運営費、子育て支援、児童手当など

高齢者や子ども、障害者などに対
する福祉や医療、子育て支援など
に使われる経費

衛生費              2 億 6,344 万円 安曇総合病院増改築工事補助金、はつらつ健康スタンプ事業、後
期高齢者医療人間ドック補助金、予防接種事業、各種検診等委託、
妊婦一般検診委託、太陽光発電システム設置補助金、ＥＶ急速充
電器事業、簡水会計繰出金、一般廃棄物収集・処理委託料、穂高広
域施設組合負担金など

ごみの処理、リサイクルなどの環境
対策や、保健事業などに使われる
経費

労働費・農林水産業費
 2 億 7,644 万円

新入社員歓迎会、農業委員会運営事業、中山間地域直接支払補助
金、花とハーブの里づくり事業、多目的研修集会施設管理、海外販
路開拓等推進事業、花とハーブの里再ブランド化事業、多面的機
能支払交付金、林業振興事業、有害鳥獣対策事業、森林の里親事
業など

勤労者就労環境の改善や農業、林
業などの振興に使われる経費

商工費              1 億 3,145 万円 工場誘致助成金、商業等活用エリア整備事業、ものづくり産業クラ
スター形成事業、町観光協会・観光推進本部補助金、外国人旅行
者誘致事業、池田ふるさと祭り事業、ワイン祭り、大峰高原白樺の
森管理事業、ウォーキング大会、てるてる坊主アート展事業など

観光や商工業の振興などに使われ
る経費

土木費              4 億 7,099 万円 社会資本整備総合交付金事業、道路橋等定期点検事業、道路の維
持・舗装・改良事業、交通安全対策事業、河川改修事業、クラフトパ
ーク管理、下水道会計繰出金、公営住宅管理、住宅・建築物安全ス
トック形成事業など

道路の舗装や除雪、公園、町営住
宅の管理などに使われる経費

消防費              1 億 7,842 万円
北アルプス広域連合常備消防負担金、消防団運営経費、消防施設
経費、災害対策経費など消防や救急活動などに使われる経

費

教育費           10 億 2,390 万円 社会資本整備総合交付金事業（地域交流センター等設計、緑地公園
整備事業、弓道場移転事業）、美術館指定管理料、教育委員会運営、
小中学校の管理・教育振興経費、公民館・図書館・記念館・総合体育
館・創造館等の管理・事業活動経費、青少年育成、男女共同参画推進、
文化材保護、町民活動サポートセンターなど

小中学校や公民館、図書館、記念館、
スポーツ振興などに使われる経費

公債費             ５億 2,792 万円
町債の償還

町が借り入れたお金の返済金

〈一般会計予算の主な事業内容〉

広報いけだ 5



地域交流センターの実施設計による完成イメージ図等は来月号にてお知らせします。

町道 739 号線

町道 740 号線

町道 251 号線

地域交流センター（公民館・図書館併設）建設

地域交流センター駐車場緑地公園整備

中学校プール取り壊し

既存公民館の取り壊し
ミニ公園整備

文 化 財 管 理 施 設 整 備
（既存図書館を改修）

計画概略図

　問い合せ先　企画政策課 町づくり推進係　℡ 62-3129

年次予定

池田小

高瀬中

総合体育館

病院
駐車場

あづみ病院
池田町役場

弓道場移転

広報いけだ 6

あづみ野池田総合戦略 アクションプラン紹介　VOL. ３

池田町の人口を維持し、活力ある町を創出するための事業を紹介します

まちなか再生事業の進捗
ちょく

状況についてまちなか再生

　平成 27 年度から 31 年度までの計画で実施している「池田町社会資本総合整備計画」の主な事業の進捗につ
いてお知らせします。
　地域交流センターについては平成 28 年度に実施設計が完了し、平成 29 年度は、用地の取得後、建設に入り
ます。また、道路事業については町道739号線の工事が完了し、平成29年度は町道740号線の工事に入ります。
なお、公園事業については、２カ年かけて緑地公園を整備する予定です。



佐藤　静雄

〈総務課消防防災係〉
危機対策幹

池田町役場に新規採用職員 11 名、人事交流職員３名、嘱託職員（危機対策幹）１名の新しいメンバーが加
わりました。計 15 名を意気込みのコメントとともに紹介します。

新戦力紹介

池田町住民の皆さんを
はじめ、来町される皆さ
んの安心安全を図るた
め、消防防災力の向上
に努めたいと思います。

北條　明宏

〈総務課課税係〉
人事交流（北ア広）

早く業務に慣れ、しっか
り職務を遂行できるよ
う頑張ります。

吉村　賢悟

〈企画政策課町づくり推進係〉
人事交流（長野県）

早く業務に慣れ、美し
い町づくりに貢献で
きるよう頑張ります。

塩原　綾香

〈健康福祉課福祉係〉
新規採用

一 日 で も 早く業 務
に慣れるよう頑張り
ます。

山﨑　彩貴

〈住民課住民係〉
新規採用

一日でも早く仕事を
覚え、住民の皆様の
お力になれるよう努
力していきます。よろ
しくお願い致します。

大日向　ほなみ

〈健康福祉課地域包括支援センター〉
新規採用

早く住民の方のお力に
なれるよう精進してい
きたいと思います。

山﨑　有香

〈健康福祉課健康増進係〉
新規採用

池田町の健康増進に
貢献できるよう頑張
ります。

矢口　拓実

〈産業振興課農政係〉
新規採用

いち早く戦力となれ
るよう、精一杯頑張り
ます。

小関　実

〈産業振興課観光係〉
新規採用

いつまでも初心を忘
れず誠実に職務を遂
行します。

松澤　歩

〈建設水道課建設管理係〉
新規採用

笑顔と挨拶を欠かさ
ず、頑張ります。

岡村　穂奈美

〈会計課会計係〉
新規採用

笑顔と元気で頑張り
ます！よろしくお願い
します！

内山　真里

〈教育保育課学校総務係〉
新規採用

仕事を早く覚え、笑顔
で対応していきたい
です。

一志　麻衣子

〈教育保育課池田保育園〉
人事交流（大町市）

１年間、元気いっぱ
いがんばります。

中村　さよ

〈教育保育課池田保育園〉
新規採用

笑顔を忘れず、精一
杯頑張ります。

髙山　寿子

〈教育保育課会染保育園〉
新規採用

子ども達が毎日楽しく元
気に生活できるように、
子どもの気持ちに寄り
添いながら頑張ります。
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　問い合せ先　企画政策課 町づくり推進係　℡ 62-3129

町では、地域振興や活性化のために自主的、主体的に取り組む事業に対し、元気なまちづくり事業補助
金を交付しています。平成 28 年度に実施された事業の一例と制度の概要をご紹介します。

　このほかの事業については町ホームページに掲載していますので、申請の際にご参考になさっ
てください。

池田町元気なまちづくり事業紹介 vol.2

自治会長の皆さんをご紹介します
　平成 29 年度１回目の自治会協議会総会を開催し、協議会長等が選任されました。自治会長の皆さん
には地域と町とのパイプ役として活動いただきます。
　また、自治会活動を支援するため、町職員を「自治会パートナー」に任命しています。各自治会のパー
トナーの代表を紹介しますので、自治会活動でお困りのことなどございましたらご相談ください。

地 区 名 自 治 会 長 名 協 議 会 役 職 パートナーリーダー 地 区 名 自 治 会 長 名 協 議 会 役 職 パートナーリーダー
豊 町 西 澤　　 清 窪 田　 和 大 林 中 宮 田　 幸 久 滝 沢　 健 彦
一 丁 目 原　　 俊 生 会 長 山 岸　　 寛 渋 坂 土 屋　　 晃 廣 田　 和 也
吾 妻 町 竹 村　 政 男 代 議 員 寺 島　 靖 城 坂 下 中 山　　 真 平 川　 通 寿
東 町 窪 田　 博 茂 宮 本　 瑞 枝 中 木 戸 小 林　 清 志 塩 原　 正 彦
二 丁 目 竹 内　 清 隆 代 議 員 下 條　 浩 久 新 屋 敷 平 野　 和 仁 大 蔦 奈 美 子
三 丁 目 佐 藤　 文 秋 塩 嶋　 康 彰 渋 南 吉 田　 幸 弘 代 議 員 西 澤　 正 之
四 丁 目 綿 貫　 幹 雄 小 田 切 隆 内 鎌 田 中　 一 夫 副 会 長 那 須　 信 博
五 丁 目 勝 家　 哲 夫 代 議 員 中 山　　 勲 和 合 真 島　 嘉 久 松 島　 健 治
堀 の 内 西 山　 克 彦 小 田 原 飛 鳥 十日市場 内 山　 泰 全 代 議 員 塩 原　　 長
正 科 帯 刀　 孝 介 代 議 員 蜜 澤　 佳 洋 高瀬橋南 矢 口　 一 男 伊 藤　 芳 子
中 島 小 林　 伸 司 矢 口　　 衛 鵜 山 片 瀬　 政 嗣 宮 﨑　 鉄 雄
千本木台 湯 田　 永 八 山 本　 利 彦 中 之 郷 丸 山　 政 幸 瀧 沢　 祐 子
半 在 家 臼 井　 敏 之 代 議 員 丸 山　 光 一 南 台 荒 野　　 勲 代 議 員 丸 山　 善 久
相 道 寺 堀 内　　 等 塩 川 亜 弥 子 広津北山 荻 窪　 政 信

倉 科　 吉 樹
花 見 田 中　 信 司 小 林　　 裕 広津中央 中 澤　 孝 幸 代 議 員
滝 沢 荒 井　　 勇 代 議 員 丸 山　　 剛 陸 郷 寺 島　　 孝 遠 藤　 孝 昭
滝 の 台 岡 田　 菊 夫 丸 山　 佳 男 （敬称略）
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【実施団体】はじめのいっぽ
【事業名】　子育て支援　はじめのいっぽ事業
【事業内容】

　母親の気分転換と子育ての学びの機会として、
母親のための音楽ライブや子どものための木育
の話、木のおもちゃに触れ合う機会などを提供し、
子どもと母親の「はじめのいっぽ」を支援しました。

【実施団体】吾妻町自治会
【事業名】　吾妻町団体集会所跡地フェンス新設事業
【事業内容】

　消防用防火水槽の設置が予定されている吾妻町団
地集会所跡地は、児童遊具が置かれていることから、
子どもたちの飛び出し防止等のためフェンスを補修し
ました。（３年目の事業）



片瀬　貞之

　４月 11 日から池田町消防団が新体制となりました。６つの分団とラッパ隊、救護隊、バイク隊、女性隊で構成
され、町民の皆さんの貴重な財産や生命を災害から守るため、ご尽力いただきます。

池田町消防団新体制スタート

団長

小林　崇浩 立野　孝明 鈴木　裕幸 川田　景子

倉科　広三大出　高志 中山　勲

第１分団

鈴木　武彦

〈担当地区〉
豊町　　吾妻町
一丁目　　東町
二丁目　三丁目
四丁目　五丁目

分団長 副分団長

降旗　達雄

本部分団

平林　源由

〈担当地区〉
町全域

分団長 副分団長

塩原　長

第２分団

松澤　哲也

〈担当地区〉
堀の内　正科
中島　半在家

千本木台　相道寺
広津　法道

分団長 副分団長

堀田　辰徳

第４分団

〈担当地区〉
渋田見
鵜山

中之郷
南台

分団長 副分団長

第３分団

矢口　征吾

〈担当地区〉
花見
滝沢

滝の台
陸郷

分団長 副分団長

市川　貢一

第５分団
分団長 副分団長

〈担当地区〉
十日市場

内鎌
和合

高瀬橋南
林中

本部
副団長 副団長 消防主任

救護長 バイク隊長 女性隊長ラッパ長
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丸山　真治滝沢　俊平 内山　幹之丸山　真紀



　

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
で
は
昨
年
に
続
き
、
２
回

目
の
企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
し
て
、
黒

田
精
工
株
式
会
社
長
野
工
場
の
工
場
長

石
井
克
則
さ
ん
と
川
崎
本
社
の
総
務
部

総
務
課
長
宮
川
千
惠
子
さ
ん
に
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
会
社
の
状
況
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
丸
山
史
子
会
長
）

―
会
社
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

〈
石
井
工
場
長
〉

　

以
前
、
高
校
生
に
何
を
造
っ
て
い
る

の
か
わ
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
歴
史
的
な
背
景
か
ら
大
砲

の
玉
で
も
造
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　　

長
野
工
場
は
金
型
関
連
事
業
と
平
面

研
削
盤
の
製
造
・
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

金
型
を
造
り
続
け
て
71
年
、
古
い
歴
史

を
も
っ
て
い
ま
す
。
金
型
事
業
部
は
金

型
と
、
モ
ー
タ
ー
コ
ア
を
造
っ
て
い
ま

す
。
モ
ー
タ
ー
コ
ア
は
モ
ー
タ
ー
の

中
の
部
品
で
、
家
庭
で
は
エ
ア
コ
ン
の

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

や
電
気
自
動
車
の
普
及
に
よ
り
自
動
車

分
野
で
の
利
用
が
有
力
で
す
。
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
車
用
途
で
は
、
国
内
大
手
企
業

の
中
に
は
当
社
製
モ
ー
タ
ー
コ
ア
比
率

が
90
％
と
い
う
所
も
あ
り
ま
す
。
国
内

外
か
ら
注
文
を
受
け
、
年
間
約
１
０
０

台
の
金
型
に
加
え
、
モ
ー
タ
ー
コ
ア
部

品
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

企
業
に
見
る
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み

企
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

―
黒
田
精
工
株
式
会
社
―

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会　

〈
黒
田
精
工
株
式
会
社
基
礎
デ
ー
タ
〉

本　
　

社　

神
奈
川
県
川
崎
市
幸
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
町
５
８
０-

16

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

黒
田
浩
史

長
野
工
場　

池
田
町
大
字
池
田
２
０
８
１
‐
１

構
成
事
業　

○
金
型
事
業

　
　
　
　
　

○
駆
動
シ
ス
テ
ム
事
業

　
　
　
　
　

○
機
工
・
計
測
シ
ス
テ
ム
事
業

黒
田
ブ
ラ
ン
ド
を
支
え
る
三
つ
の
強
み

○
90
年
以
上
の
歴
史
と
信
頼

○
多
岐
に
わ
た
る
精
密
要
素
技
術
を
保
持

○
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

社
員
数

○
全
工
場
５
７
２
名

　

【
内
女
性
１
１
０
名(

内
正
社
員
42
名)

】

○
長
野
工
場
１
７
６
名

　

【
内
女
性
22
名(

内
正
社
員
10
名)

】

主力製品のモーターコア

黒田精工株式会社長野工場
インタビューの様子
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―
男
女
共
同
参
画
か
ら
見
た
取
り
組

み
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

〈
宮
川
総
務
課
長
〉

　

昨
年
夏
の
リ
コ
チ
ャ
レ
（
理
工
チ
ャ
レ

ン
ジ
＝
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
他
企

画
。
理
工
系
分
野
に
興
味
が
あ
る
女
子
中

高
生
・
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の
進
路
選
択
を

応
援
す
る
た
め
の
取
り
組
み
）
イ
ベ
ン
ト

「
ク
ロ
ダ
も
の
づ
く
り
体
験
教
室
」
を
行

い
ま
し
た
。
池
工
生
と
中
学
生
が
参
加

し
、
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
実
感
し
て

も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
域
に
根
差
す
会
社
を
目
指
し
、
今

年
も
行
う
予
定
で
す
。

　

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
し
て
、
厚
生

労
働
省
か
ら
平
成
27
年
に
認
定
を
受
け

「
く
る
み
ん
」
マ
ー
ク
を
取
得
し
ま
し
た
。

こ
の
認
定
に
は
育
児
休
業
取
得
率
70
％
以

上
、
男
性
社
員
の
育
児
休
業
の
取
得
実
績

も
必
要
等
の
条
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
弊

社
は
女
性
の
育
児
休
業
取
得
率
１
０
０
％

と
い
う
実
績
も
評
価
さ
れ
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
長
野
県
内
で

62
社
（
平
成
28
年
度
現
在
）
と
ま
だ
少
な

い
よ
う
で
す
。

 　

こ
の
よ
う
に
、
安
心
し
て
育
児
休
業
が

取
れ
る
体
制
や
、
法
律
で
定
め
る
範
囲
を

超
え
て
、
小
学
校
へ
上
が
る
ま
で
時
短
勤

務
が
で
き
る
な
ど
復
職
し
や
す
い
環
境
を

整
え
て
い
ま
す
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、

女
性
社
員
の
勤
続
年
数
は
比
較
的
長
く

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
目
標
は
、
も
の

づ
く
り
の
「
現
場
」
で
働
く
女
性
や
女
性

技
術
者
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
ま
た
、
女

性
管
理
職
は
現
在
２
名
で
す
が
、
後
に
続

く
人
を
育
成
し
て
い
ま
す
。

―
池
田
町
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
石
井
工
場
長
〉

　

長
く
勤
め
て
も
ら
う
た
め
に
は
地
元
の

人
を
多
く
採
用
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
池
工
か
ら
も
毎
年
採
用

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
最
先
端
の

仕
事
を
し
て
い
る
と
い
う
自
負
に
支
え
ら

れ
、
長
野
工
場
は
離
職
率
が
低
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

定
年
退
職
後
も
希
望
す
れ
ば
再
雇
用
し

て
い
ま
す
。
近
年
、
若
い
人
で
も
役
職
に

就
け
る
機
会
が
増
え
た
の
で
「
人
間
力
」

を
伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

　

弊
社
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

の
で
、
工
場
見
学
や
リ
コ
チ
ャ
レ
な
ど
地

元
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
行
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、
全
社
員
が
誇
り
を
持
っ

て
黒
田
精
工
は
良
い
会
社
で
あ
る
と
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

毎
年
、
桜
の
時
期
に
は
工
場
を
開
放
し

て
い
ま
す
の
で
そ
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
が
池
田
町
を
好
き
に
な
っ
て
町

を
盛
り
立
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
　
編
　
集
　
後
　
記
　
〉

　

石
井
工
場
長
さ
ん
、
宮
川
総
務
課
長
さ

ん
に
お
会
い
し
、
池
田
町
に
こ
の
よ
う
な

日
本
の
最
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
工
場
が

あ
る
こ
と
に
驚
き
と
誇
ら
し
さ
を
感
じ
ま

し
た
。
女
性
が
子
育
て
を
し
な
が
ら
安
心

し
て
働
け
る
環
境
を
い
ち
早
く
整
え
た
こ

と
、
今
後
、
現
場
で
働
く
女
性
や
女
性
技

術
者
、
そ
し
て
管
理
職
を
育
て
て
い
こ
う

と
す
る
会
社
の
姿
勢
に
衿
を
正
す
と
共
に

期
待
と
希
望
を
抱
き
ま
し
た
。

　

地
元
と
の
交
流
も
大
事
に
さ
れ
、
採
用

も
地
元
の
人
を
多
く
と
の
方
針
で
、
地
域

に
根
差
す
企
業
の
あ
り
方
を
垣
間
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
多
用
の
中
お
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

池
田
町
男
女
共
同
参
画
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

事
務
局　

池
田
町
公
民
館
内 

℡
62
‐
２
０
５
８

くるみんマーク
「子育てサポート企業」として

厚生労働大臣の認定を受けた証

大きな機械が並びます

製造現場でも女性が活躍

多くの女性が働いています

主力製品「金型」の製造

広報いけだ 11



◆『素晴らしい美術館展望テラスからの眺め』　　担当：企画政策課　堀内・花田

　企画政策課 移住定住促進係の堀内です。地域おこし協

力隊として池田町に赴任し、移住促進に携わって間もな

く半年が経ちます。この 4 月から移住定住促進係として、

移住政策を本格的に展開していきますが、その中の一つ

が、移住希望者を対象として池田町を日帰りで紹介する

ツアーです。現在、ツアーの行程を作成していますが、

池田町の魅力はなんといっても北アルプスの絶景。中で

もクラフトパークからの眺めをツアー参加者の皆さんに

ぜひ見てもらいたいと思い、その下見にクラフトパーク

と北アルプス展望美術館を訪れました。

　美術館では、「没後 30 年小島孝子展」が開催されていました。小島孝子さんは 46 歳という若さで亡くな

られたそうで、私も間もなくその年になります。亡くなる 2 年前の作品「彼岸」は、火葬されるお父様の様

子を描いた作品で、体験と想いが複雑に絡みあいながらも、透明感が増していっているような不思議さに惹き

つけられました。

　また、今回の下見で美術館の展望テラスが無料で利用できることを知りました。絶景を眺めながらコーヒー

を飲むこともでき、一人で静かに考え事をしたり、美術書を読んだりするには絶好の場所！天気の良い日にク

ラフトパークから眺める景色が好きな私にとって、お気に入りの場所になりそうです。

　なお、企画政策課が発足したことに伴い、移住定住の窓口が役場庁舎内 3 番窓口に移動しました。引き続

き空き家の活用や移住定住の相談に応じていますのでお気軽にお声をかけてください。お待ちしております。

問い合せ先：企画政策課移住定住促進係　堀内・花田　Tel 62-3129

第１回「横澤はまさんが伝えていきたい　ふるさとの味“行事食”」
第１回目は、元栄養教諭の横澤はまさんを講師に招き、「端午の節句」にちなんだ一汁三菜
を調理します。行事食の由来を学び、だしの取り方のコツなども伝授していただきます。

【日時】平成 29 年５月 27 日（土）　午前９時 30 分から午後１時 30 分
【会場】保健センター調理室（やすらぎの郷）
【参加定員】15 名（定員に達し次第締め切らせていただきます）
【持ち物】エプロン、三角巾、マスク、ハンドタオル、筆記用具、参加費（500 円）
【申込み先】産業振興課 地域おこし協力隊（鈴木・中平）℡ 62-3127

◆「池田町ふるさとの味 料理教室 ～生きる力を育む食文化を学ぶ～」開催のお知らせ
　担当：産業振興課　鈴木・中平

　町では、食育推進事業の一環として、「池田町ふるさとの味  料理教室」を開催します。
　この料理教室では「池田町の“おかあさん”からふるさとの味を教えてもらう」をコンセプトに、地元食材を
ふんだんに使い、季節にちなんだ一汁三菜を学ぶことができます。（５、７月の全２回）
　野菜ソムリエの資格を持つ鈴木もコーディネーターとして企画しています。文化としての食の奥深さを学ぶ
絶好の機会ですので、ぜひご参加ください！
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◆これであなたも挿し穂マスター！
〈まかないシェアハーブガーデン第 11 回ワークショップ〉　　　　　　　担当：産業振興課 中平・鈴木

　3 月 22 日に行った第 11 回目ワークショップは、ハーブセンターの協力を得

て、「花やハーブの挿し穂作り」を行いました。今回は町外からもたくさんの

方にお越しいただき、これまでで最多の約 30 名の方にご参加いただきました。

　当日は、ハーブセンターのスタッフの方に挿し穂作りについて、ひとつひと

つの作業を丁寧に説明していただきました。参加者は、ハーブセンターの温室

内の花やハーブ約 10 種類から、それぞれ 2 種類を選んで、挿し穂の基となる

枝を採取しました。そして、余分な葉などを剪定し、ポットに植えました。持

ち帰った苗の管理方法まで学び、参加者も満足そうでした。

　また、参加者の中には何度もハーブセンターを訪れたことがあっても、ガラ

ス温室の中をゆっくり散策したことがなかった方も多く、見学していただくよ

い機会となりました。

　今回はたくさんの方に参加していただき、花とハーブに興味を持っている方が多いことがわかり、本当にうれ

しく思いました。これからもより多くの方に興味を持っていただけるきっかけ作りができれば、と思います。み

なさんもお気軽にワークショップにご参加ください。

　問い合せ先：産業振興課 　中平・鈴木　℡ 62-3127

◆池小・会染小の新一年生に、桜仙峡あずきのお赤飯プレゼント　担当：産業振興課　中平・鈴木

　地域おこし協力隊の中平・鈴木がＰＲ活動等に携わっている

「桜仙峡あずき保存会」は、4 月 6 日の池田小学校、会染小学校

の入学式に、新一年生へ「桜仙峡あずき」のお赤飯を贈りまし

た。桜仙峡あずき保存会の会員が、前日から下準備をし、当日

も朝から心を込めてお赤飯の準備をしました。

　それぞれの小学校では、入学式を終えてほっとした表情の新

一年生に、保存会の会員から直接手渡しました。新一年生は大

きな声で「ありがとうございます！」と受け取り、会員も保護

者の方にも笑顔が生まれ、微笑ましい光景となりました。

　昨年度は「小豆の選別お助け会」を行ったり、メディアにも

大いに取り上げていただいたこともあり、知名度が徐々に上がっ

てきているようです。また、地域おこし協力隊の特産品開発の

一環として、「桜仙峡あずき茶」の商品開発を行っています。

早く皆さんにお披露目できるよう、がんばりたいと思います。

今後の「桜仙峡あずき」にご注目ください。

広報いけだ 13
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　町では以前から池田町国民健康保険加入者に対し人間ドックの受診費用の一部補助を行ってきたと
ころですが、平成 29 年４月から補助額を増額するとともに、補助の対象を脳ドックにも拡大し、町
在住の後期高齢者医療保険加入者に対しても同様の補助制度を創設しました。
　定期的にドックを受診することで健康状態の確認や病気の早期発見につながります。この制度を活
用し積極的な受診をお願いします。

補助制度の概要

◆対象者
　池田町国民健康保険加入者、池田町在住の後期高齢者医療保険加入者
　　※以下に該当する方は補助の対象となりませんのでご注意ください。
　　・平成 29 年度中に町の特定健診、または町が契約する医療機関で同等の検査を受診された方、
　　　もしくは長寿医療健診を受診された方
　　・人間ドック受診日に池田町国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入していない方
　　・補助金申請時に国民健康保険税または後期高齢者医療保険料の過年度分に滞納がある方

◆補助上限額
　　〈人間ドック〉20,000 円（日帰り）／ 40,000 円（１泊）
　　〈脳ドック〉10,000 円
　※各ドックとも年度内１回のみ補助制度が利用できます。（例：１泊＋脳＝ 50,000 円）
　※かかった費用が上限に達しない場合はその費用分が補助金額となります。

◆申請方法
　①医療機関にて人間ドック・脳ドックを受診

　②ドックの結果が届いたら、以下のものを持参し健康福祉課（やすらぎの郷内）の
　　窓口で申請
　　【申請時に必要なもの】
　　・ドック健診結果　・ドックの領収証　・印鑑
　　・被保険者証　・振込先の通帳（申請が初めての方）

　③補助金の確定後、口座へお振込み

◆申請締切日
　平成 30 年４月 13 日（金）

　近年の状況では、年度の後半になると予約がとりにくく、年度内の受診が難しいことがありま
す。お早目に受診の予約をしていただくことをおすすめします。

【問い合せ先】健康福祉課 健康増進係（やすらぎの郷内）　℡ 61-5000

平成 29 年度受診分の人間ドック・脳ドック費用の一部を補助します
〈拡大〉池田町国民健康保険 〈新設〉後期高齢者医療保険
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「淡彩画」とは？

　鉛筆やペンで書いた下絵を残し

たまま、水彩絵の具であっさりと

色を付けて描く絵画。対象を正確

に模写するよりも、自分が見て感

じたことを自分なりに描写するこ

とに優れています。

「淡彩画」をテーマにした新しいサークルが立ち上がります。このサークルが活
動を始めるにあたり、多くの方に淡彩画の魅力を知っていただくため、下記のと
おり体験会が開催されます。初心者大歓迎！興味のある方はぜひ体験会にご参加
ください。
淡彩画を学んで、人生に彩りを加えてみませんか？

〈体験会概要〉
○日　時※　7 月 11 日 ( 火 )・25 日 ( 火 ) 午前 10 時から正午
○場　所　　池田町公民館１階　学習室
○持ち物　　特にありません
○会　費※　初回、２回目なし
○申込み・問い合せ（代表者）　若狭　賢さん（和合）
　　　　　　　　　　85‐2830（自宅）、090‐5531‐6334（携帯）
　※日時・会費について、3 回目以降は参加者の皆様と話し合って決めます。

　昨年 10 月に公民館講座「健康カラオケ塾」から団体化し、精力
的な活動を続けている「池田カラオケ倶楽部」
　第 1・3 水曜日、午前の部と午後の部に分かれて歌っています。
また、季節に合わせたイベントも開催しており、皆さん自身で楽
しい活動を作っています。
　歌うことが好きな方、何か楽しみを探している方、どなたでも
大歓迎！みなさんお気軽にご参加ください。

【問い合せ先】池田町町民活動サポートセンター（池田町公民館内）　℡ 62-2058

〈町内団体活動紹介 NO.1〉　池田カラオケ倶楽部

【日時】第１・３ 水曜日（月 2 回）　午前の部：９時から 12 時 30 分　午後の部：１時から５時

【場所】池田町公民館２階　第１会議室　【持ち物】特にありません　【会費】月 2,000 円

　団体に関する問い合せ（代表者）　鈴木　歳芸さん（滝の台）090‐3950‐7116

仲間募集中 !!

忘年会を開き多くの人が楽しみました

“淡彩画”体験会のお知らせ一緒にサークルを
立上げましょう !!
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池田町役場の新体制紹介

　町では平成 29 年４月の組織改正により健康福祉課内に「子ども子育て推進室」を設置しました。
この推進室は以前までの「こども支援センター」の機能を強化させ、子どもの悩みや保護者が抱え
る子育てに関する様々な課題に幅広くワンストップで対応することを目的としています。

問い合せ先　子ども子育て推進室（やすらぎの郷内）　℡ 61-5000

①子ども子育て推進室

○妊婦、子育て、祖父母、不登校、セカンドステッ

プ、発達等の相談・支援

○子育て講座等による啓発や研修

教員、保育士、保健師、カウンセラー、理学療法士、

作業療法士、臨床心理士、臨床発達心理士の資格を

持った職員が対応します。

〈主な業務〉

〈職員体制〉
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工 業 統 計 調 査 が 実 施 さ れ ま す

　工業統計調査とは我が国の工業の実態を明らかにすることを目的とした統計法
に基づく報告義務がある重要な統計調査です。調査結果は中小企業施策や地域振
興などの基礎資料として利活用されます。

　これまでは、毎年 12 月 31 日を調査基準日として調査を行っ
てきましたが、今回から６月１日を基準日とすることとなりまし
た。また、今回からインターネットを活用したオンライン回答が
可能となります。
　５月中旬から調査票の配布・回収のため、長野県知事から任命
された調査員が製造業の事業所を訪問しますので、調査へのご協
力をよろしくお願いします。

問い合せ先　企画政策課 町づくり推進係　℡ 62-3129工業統計キャラクター

コウちゃん



「池田町くらしの便利帳」が完成しました

　このたび、町では行政サービスや地域の情報を幅広く住民の皆様に提

供するため、「池田町くらしの便利帳」を制作しました。

　この「くらしの便利帳」は町と（株）サイネックスが官民共同事業として

発行するもので、町が全体の構成と記事の作成を担当し、（株）サイネック

スが編集、印刷、配布を行っています。また、発行に必要な経費は町内を

中心とした事業者の皆様に有料広告掲載を募り、趣旨に賛同いただいた

事業者の皆様の広告料で賄われています。災害に対する備えなど防災に

関する情報をはじめ、地域住民の皆様の生活に役立つ様々な情報を集約

しておりますので、お手元においてぜひご活用ください。

　４月から町内の各家庭の郵便受けへ直接配布しておりますが、５月に

なっても届いていない世帯がございましたら下記までご連絡ください。ま

た、転入者等につきましても役場窓口にて随時配布をしていく予定です。

　なお、発行部数に限りがあるため１世帯１冊の配布とさせていただい

ておりますので、ご了承ください。

春
の
山
火
事
予
防
運
動
実
施
中

　

林
野
火
災
の
予
防
に
つ
い
て
は
、
先
月
の

誌
面
で
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
長
野
県
消

防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
「
ア
ル
プ
ス
」
の
事

故
を
受
け
、
長
野
県
危
機
管
理
部
か
ら
林
野

火
災
に
対
す
る
警
戒
の
強
化
に
つ
い
て
通
知

が
な
さ
れ
た
た
め
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

全
国
的
に
は
、
林
野
火
災
の
約
７
割
が
、

１
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
集
中
し
て
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
春
先
は
強

い
季
節
風
が
吹
き
、
ま
た
空
気
が
乾
燥
す
る

こ
と
で
火
災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
状
況
と

な
る
こ
と
、
行
楽
や
山
菜
採
り
の
た
め
に
山

に
入
る
人
が
増
加
す
る
ほ
か
、
あ
ぜ
焼
き
な

ど
農
作
業
に
関
連
し
た
火
入
れ
に
よ
り
、
山

林
に
飛
び
火
す
る
こ
と
も
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ひ
と
た
び
林
野
火
災
が
発
生
す
る
と
、
消

火
の
た
め
に
多
大
な
時
間
と
労
力
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
一
助
と
な
る
の
が
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
空
中
消
火
活
動
で
す
。
消
防

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
、
効
果
的
に
消
火
活

動
が
出
来
る
よ
う
、
多
く
の
機
種
が
専
用
の

水
積
載
タ
ン
ク
を
備
え
て
い
ま
す
。
貴
重
な

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
失
っ
て
し
ま
っ

た
今
、
県
で
は
他
県
と
の
相
互
応
援
協
定
に

基
づ
き
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、

消
火
活
動
に
入

る
ま
で
の
時
間
的

な
ロ
ス
は
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
林
野
火
災

を
未
然
に
防
ぐ
よ

う
、
私
達
一
人
ひ

と
り
が
火
の
取
扱

い
に
注
意
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

①
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起
こ
り
や
す
い

場
所
で
は
、
焚
き
火
や
火
入
れ
を
し
な
い
こ

と
。 

②
火
入
れ
な
ど
の
際
は
消
火
用
の
水
バ
ケ
ツ

等
を
用
意
す
る
と
と
も
に
、
火
気
の
使
用
中

は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は
完
全
に
消

火
す
る
こ
と
。

③
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、
焚
き
火
や
火

入
れ
を
し
な
い
こ
と
。

④
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て
は
、
絶
対
に
し
な
い

こ
と
。

⑤
火
遊
び
は
し
な
い
こ
と
。

　

な
お
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火

災
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
行
う
場

合
は
、
必
ず
消
防
署
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
せ
先

北
ア
ル
プ
ス
広
域
南
部
消
防
署

℡
62
‐
０
１
１
９

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡６２－０１１９

問い合せ先　総務課 総務係　℡ 62-3131
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☆ 開 館 時 間　 火・・・・・・・ 午 後 １ 時 ~ 午 後 ６ 時
　　　　　　 水・ 木・ 金・・ 午 前 10 時 ~ 午 後 ６ 時
 土・日・・・午前 9 時 30 分 ~ 午後５時
☆５月の休館日　　　　　１・２・８・15・22･29･30 日

（2 日は振替休館、30 日は月末館内整理休館です）

どれがいちばんすき？
ジェイムズ・スティーブン

ソン　作
千葉 茂樹　編訳

（岩波書店）
出かけるたびに雨が降って
るなんて、傘はいったいどん
な気持ち？　軽妙な詩と小粋
なイラストでおくる、スティー
ブンソンの詩集絵本。

四季の宿根草図鑑
決定版

萩原 範雄 著
（講談社）

花壇などの庭づくりや寄せ
植えに欠かせない宿根草。
多種多様な中から、選りす
ぐりの 586 種を開花期別
に紹介。ガーデニング計画
の参考にどうぞ！

優しい水
日明 恩 著

（徳間書店）
近所の川で拾った熱帯魚
が全滅してしまった。その
バケツの中に”白いもやも
やしたもの”を見つけた洋
は、やかましい近所の犬に
その水を飲ませ…。見えざ
るモノが日本を揺るがす！

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

◎平成 28 年度に多く読まれた小説◎

　１位　防諜捜査　　　　　　[ 今野敏 ]
　２位　暗幕のゲルニカ　　　[ 原田マハ ]
　　〃　マル暴総監　　　　　[ 今野敏 ]
　　〃　火花　　　　　　　　[ 又吉直樹 ]
　５位　希望荘　　　　　　　[ 宮部みゆき ]
　　〃　風聞き草墓標　　　　[ 諸田玲子 ]
　　〃　去就（隠蔽捜査６）　[ 笹本稜平 ]
　８位　君の膵臓を食べたい　[ 住野よる ]
　　〃　ツバキ文具店　　　　[ 小川糸 ]
　　〃　うめ婆行状記　　　　[ 宇江佐真理 ]

☆☆もうお読みになりましたか？☆☆

その他の新着書
城をひとつ 伊東潤
素敵な日本人 東野圭吾
決戦！忠臣蔵 葉室麟ほか
時の名残り 津村節子
鮪立の海 熊谷達也
夜の谷を行く 桐野夏生
愛さずにいられない 北村薫
犬の報酬 堂場瞬一
祖父母手帳 森戸やすみ監修

Ｒ . Ｓ . ヴィラセニョール
乙川優三郎

いちばんやさしい苔盆栽と豆
盆栽　　　　　　　魚住直美
たんぽぽのおかあさん　

いもとようこ
よるのようふくやさん　

寺島ゆか
とのさま 1 ねんせい

長野ヒデ子

●会　期：６月 18日（日）まで
●休館日：月曜日（５月１日は開館）
●入館料：大人 800 円　高大生 500 円　中学生以下無料
●イベント：ギャラリートーク「池田町と牧利保さんの思い出」　
　　　　　　日　時　5 月 14 日（日）午後 1 時 30 分～ 
　　　　　　講　師　師岡昭二氏（元池田町町長）
　　　　　　参加費　無料（入館料別途必要）

洗練された構図と豊かな色調で構成された信州の風景画を中心
に、巧みな描線がいきる国内外に取材したスケッチ作品などを展
示。山車や田楽能を描いた雅な作品から、知人に送った干支の
色紙まで紹介し、画家の魅力に迫ります。また、5 月 14 日 ( 日 )
には関連イベントとしてギャラリートークを開催します。

問い合せ先　北アルプス展望美術館（池田町立美術館）℡ 62-6600

牧 利保「有明山」

牧 利保 展
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新
た
な
一
年
の
ス
タ
ー
ト

　
　

34
名
の
一
年
生
を
迎
え
、
全
校
児
童
２
１
６
名
で
会
染
小
学
校
の
一
年
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
一
学
期
の
始
業
式
で
は
、
荒
井
校
長
先
生
か
ら
、
一
年

間
取
り
組
む
め
あ
て
と
し
て
次
の
３
つ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

　

今
年
は
、
特
に
あ
い
さ
つ
に
力
を
入
れ
、
自
分
か
ら
元
気
に
あ
い
さ
つ
が
で

き
、
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
ら
、
必
ず
返
す
名
人
に
な
れ
る
子
ど
も
を
め
ざ
し
、
頑

張
る
こ
と
を
全
校
で
確
か
め
合
い
ま
し
た
。

　

明
く
る
日
か
ら
校
舎
の
中
に
は
、
明
る
い
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
声
が
ひ
び
き
、

子
ど
も
た
ち
の
新
学
期
に
寄
せ
る
期
待
と
意
欲
の
高
ま
り
が
感
じ
取
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
活
気
あ
る
学
校
生
活
の
真
ん

中
に
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
頑
張
る
六

年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
児
童

会
の
当
番
活
動
に
取
り
組
ん
だ
り
、
下

級
生
に
あ
い
さ
つ
を
呼
び
か
け
た
り
と

充
実
し
た
働
き
ぶ
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
20
日
に
は
、
「
一
年
生
を
迎

え
る
会
」
が
あ
り
、
一
年
生
一
人
ひ
と

り
の
紹
介
や
全
校
で
楽
し
む
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
を
企
画
し
、
一
年
生
が
早
く
学

校
に
な
じ
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

会　染　小　学　校

ま
な
び
名
人　
　

「
目
を
見
て
聞
き
、
話
す
名
人
」

は
た
ら
き
名
人　

「
力
い
っ
ぱ
い　

水
ふ
き
名
人
」

な
か
よ
し
名
人　

「
相
手
に
と
ど
け
、
あ
い
さ
つ
名
人
」

自分から三名人

○
行
政
と
の
懇
談
会
報
告

　

２
月
10
日
、
池
田
町
役
場
大
会
議
室
に
お
い

て
、
町
行
政
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
行

政
か
ら
は
町
長
を
は
じ
め
、
課
長
な
ど
10
名
が
ご

出
席
く
だ
さ
り
、
参
加
者
か
ら
の
質
問
・
意
見
・

要
望
等
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、
懇

談
の
概
要
の
一
部
で
す
。

〈
花
と
ハ
ー
ブ
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
〉

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
採
用
し
、
ハ
ー
ブ
の
再

構
築
を
目
指
す
。
「
ハ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ

ム
」
の
担
い
手
養
成
講
座
を
開
催
し
賛
同
者
を
増

や
し
た
り
、
植
栽
に
町
民
の
参
加
を
呼
び
か
け

る
。

　

花
が
１
年
中
あ
る
町
に
し
、
長
年
続
け
て
き
た

町
の
イ
メ
ー
ジ
の
再
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
た
い
。

〈
ツ
ル
ヤ
の
出
店
に
つ
い
て
〉

　

１
０
０
人
が
見
込
ま
れ
る
雇
用
に
関
し
て
は
、

町
と
事
業
者
と
の
協
定
で
３
割
は
農
家
世
帯
か
ら

と
し
て
い
る
。
町
の
商
品
を
使
い
た
い
と
い
う
お

話
も
あ
る
の
で
、
生
産
者
の
み
な
さ
ん
に
も
意
欲

を
も
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

〈
移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て
〉

　

空
き
家
・
空
き
店
舗
に
つ
い
て
は
斡
旋
で
き
る

よ
う
に
調
査
を
し
て
い
る
。
売
却
・
賃
貸
希
望
者

に
は
町
か
ら
修
繕
費
用
を
補
助
し
、
推
進
委
員
会

を
立
ち
上
げ
て
対
処
し
て
い
く
。

　

少
子
化
対
策
と
し
て
は
分
譲
住
宅
購
入
時
の
補

助
金
給
付
を
行
っ
て
い
る
。
28
年
度
、
滝
沢
地
区

に
分
譲
を
行
い
、
31
年
度
に
は
１
０
０
区
画
を
目

標
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
国
の
施
策
を
基
に
、
農
業
就
業
者
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、「
町
職
員
の
女
性
管
理
職
登
用
」「
学

校
教
育
」
「
農
業
施
策
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
内

容
で
質
疑
が
な
さ
れ
、
有
用
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

○
新
体
制
ス
タ
ー
ト

　

４
月
19
日
、
女
性

団
体
連
絡
協
議
会
の

総
会
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
は
役
員
改

選
が
あ
り
、
新
体
制

で
の
活
動
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
年

度
も
活
動
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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（
池
田
町
短
歌
同
好
会
選
）

ふ
る
さ
と
に
待
つ
人
在あ

ら
ず
井せ

い

月げ
つ

忌き　
　

遠
藤　

順
子
（
坂
下
）

春
風
に
井せ

い
げ
つ月

の
跡あ

と

忍し
の

び
け
り　
　
　
　
　

大
出　

弘
子
（
吾
妻
町
）

井せ
い
げ
つ月

の
名
句
に
酔よ

へ
り
春
の
昼　
　
　
　

鬼
窪　

隆
則
（
吾
妻
町
）

涙
無
く
学ま

な
び
や舎

あ
と
に
卒
業
す　
　
　
　
　

佐
藤　

行
雄
（
南
台
）

園
児
ら
の
卒
業
写
真
手
を
膝ひ

ざ

に　
　
　
　

巣
山
希
沙
子
（
三
丁
目
）

お
ぼ
ろ
月
こ
と
ば
浮
か
ば
ぬ
愁う

れ

ひ
か
な　

中
沢　

恵
（
十
日
市
場
）

目
を
合
せ
黙だ

ま

つ
て
食た

べ
る
桜

さ
く
ら
も
ち餅　

　
　
　

橋
戸　

丘
子
（
南
台
）

六ろ
く
ど
う道

の
堤

つ
つ
み

め
ぐ
る
や
春
浅
し　
　
　
　
　

藤
澤　

雅
子
（
林
中
）

お
日
待
ち
の
声

し
ょ
う
み
ょ
う

明
す
が
し
春
炬
燵　
　
　

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
）

稚ち
ぎ
ょ魚

あ
ま
た
水み

な
も面

に
春
の
光
あ
り　
　
　

横
山
さ
ゆ
み
（
林
中
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
。
掲
載
は
氏
名
五
十
音
順
。　

７月号掲載俳句募集
はがきに作品 1 点を記入し、５月末

日までに投稿してください。対象は

町内在住の方のみです。作品には①

地区名②氏名③電話番号④中学生以

下の方は学校名と学年を明記してく

ださい。投稿多数の場合は、選者に

より選考（10 句以内）して掲載し

ます。なお、選者により語句の訂正

等をさせていただく場合があります

ので、ご了承ください。

■あて先 

　〒 399-8696（住所不要）

池田町役場総務課総務係

℡ 62-3131

（
池
田
俳
句
会
選
）

作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら
な
い

場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

自動車税に関するお知らせ
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自動車税の納期限は、５月 31 日（水）です
◆お手元に届いた「納税通知書」をお持ちのうえ、お近くの銀行・郵便局・農協等で５月 31日（水）

までに納めてください。納付場所の詳細については、納税通知書の裏面に記載されています。
◆「納税通知書」の領収書に付いている「自動車税納税証明書」は、車検時に必要ですので、車

検証と一緒に大切に保管してください。（納税確認ができないと車検証が交付されません）

身体障害者等の方の減免制度があります
◆障害者手帳の交付を受けている方で、かつ一定の障害等級以上の方が所有する車の自動車税

は、申請により減免される制度があります。
　詳細については、中信県税事務所大町事務所までお問い合せください。

〈以下の場合はお問い合せください〉
・5 月下旬になっても「納税通知書」が届かない。
・使っていない自動車の「納税通知書」が届いた等。

問い合せ先　県庁総務部税務課自動車税係　℡ 026‐235‐7051
中信県税事務所大町事務所　　℡ 0261‐23‐6505



間時付受時日容内
分00時01～分54時９前午）月（日22月５談相児育児月か２
分00時01～分54時９前午）月（日8月５談相児育児月か３歳１
分51時１～分00時１後午）金（日91月５診健児月か６歳２
分03時９～分51時９前午）火（日03月５室教食乳離

赤ちゃんマッサージ ５月15日（月）・29日（月） 午前10時15分～10時30分

）木（日81月５ＧＣＢ

）水（日01月５合混種四

）金（日62月５合混ＲＭ

日本脳炎 ５月12日（金）・23日（火）

予防
接種

乳幼児
健診等

乳幼児健診・予防接種等のお知らせ
対象児・対象者

会場・連絡先：保健センター（やすらぎの郷内）　TEL 61-5000
※お子さんの具合が悪くなった等都合で来られない方は電話連絡をお願いします

平成26年10月・11月生まれ
平成28年８月・10月・12月生まれ

平成29年３月生まれ

１か月健診終了後～７か月くらいまで

分51時１～分54時０後午方たけ受を知通らか町

平成28年２月生まれ

平成 30 年 3 月に大学・短大・専門

学校を卒業する皆さんやＩ・Ｕター

ン希望者を対象とした企業説明会と

高校を卒業する皆さん等を対象とし

た就職ガイダンスが開催されます。

【日時】５月２日（火）午後 1 時

30 分から午後 4 時（午後０時 30

分受付開始）

【会場】大北地域開発農協会館　ア

プロード

【共催】ハローワーク大町・北アル

プス地域振興局・大町市・池田町・

松川村・白馬村・小谷村・大町職業

安定協会

【問】ハローワーク大町　職業相談

部門　℡ 22-0340

特設人権相談所開設

大町人権擁護委員協議会では特設人

権相談所を開設します。相談は無料

で、秘密は固く守られますのでお気

軽にお出かけください。

【相談内容】近隣、家庭、相続、い

じめ、セクシャルハラスメント、女

性差別等の心配ごとについて

【日時】6 月 1 日（木）

　　　　午前 9 時から正午

【場所】池田町福祉会館

【相談担当者】人権擁護委員

【問】大町人権擁護委員協議会

　　　℡ 22-0379

北アルプス広域消防本部では防火管

理者の資格取得のための講習会を開

催します。

【期日】６月 28 日（水）・29 日

（木）の２日間

【会場】フレンド・プラザ大町２階

会議室（大町市文化会館南側）

【対象者】

防火管理者の資格を必要とする仕事

に従事している方が対象ですが、仕

事に携わっていない方でも受講でき

ます。

【費用】3,600 円（テキストと交換

で 28 日に講習会場受付にて集金し

ます）

【申込み】５月 15 日（月）から６

月 16 日（金）までに、受講申込書

と顔写真１枚（縦 3 ㎝×横 2.4 ㎝ )

を最寄りの消防署にお持ちくださ

い。

※受講申込書は、最寄りの消防署ま

たは北アルプス広域消防本部のホー

ムページにあります。

【問】

北アルプス広域消防本部総務課予防

係 ℡ 22-0166

北アルプス広域南部消防署

℡ 62-0119

（一社）北安曇教育会では講師に

國學院大学教授の杉田 洋 氏を迎え

「次代をよりよく生きるアクティ

ブ・ラーナーを育てる－日本式学校

力・教師力の強みを活かして－」と

題した講演会を開催します。

【日時】５月 20 日（土）午前 10

時から午前 11 時 45 分

【会場】大町西小学校　体育館

【問】一般社団法人北安曇教育会　

℡ 22-0440

お知らせ

防火管理者資格取得講習会

大北地域企業説明会

北安曇教育会総集会講演会

〈お詫びと訂正〉
広報いけだ４月号の 16 ページ
に誤りがありました。
今月の短歌の作者のお一人を
「中山 郁子」さんと掲載しまし
たが、正しくは「中山 都

さ と こ

子」さ
んです。
ここにお詫びするとともに、訂
正させていただきます。
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広告を掲載しませんか ?　掲載のお問い合わせは、広告代理店　有限会社アイティーシナノ　℡ 62-9111 へどうぞ。
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池田町メール配信サービスにご登録ください
◀登録はこちらから

期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

5 月 　3 日（ 祝 ）
池田・松川 松本クリニック 61-5151
大町市内 松林医院 22-5800

5 月 　4 日（ 祝 ）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大町市内 菊地クリニック 21-2580

5 月 　5 日（ 祝 ）
池田・松川 吉村医院 61-5666
大町市内 小野医院 22-0047

5 月 　7 日（ 日 ）
池田・松川 はーぶの里診療所 62-0210
大町市内 平林医院 22-2525

5 月1 4日（日）
池田・松川 あづみ病院 62-3166
大町市内 横澤内科医院 22-0371

5 月2 1日（日）
池田・松川 平林メンタルクリニック 61-1577
大町市内 野村クリニック 85-0085

5 月2 8日（日）
池田・松川 近藤医院 62-9187
大町市内 大町協立診療所 26-5200

北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1F

毎週月～土19時～21時
26-6199

内=内科　外=外科

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午（要事前連絡　受付時間午前9時～午前11時）

■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

5月　3日（祝） にこにこデンタルクリニック 23-5612
5月　4日（祝） あづみ病院歯科口腔外科 61-1168
5月　5日（祝） 師岡歯科医院 62-9781
5月　7日（日） きらり歯科医院 62-0005
5月14日（日） 橘歯科医院 72-5025
5月21日（日） 丸山歯科クリニック 62-0648
5月28日（日） 宮下歯科医院 22-0297

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

5月　3日（祝） キムラ薬局 62-5210

5月　4日（祝）
キムラ薬局 62-5210
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

5月　5日（祝） 松川とをしや薬局 61-1527
5月　7日（日） スヤマ薬局あいそめ 62-0208

5月14日（日）
キムラ薬局 62-5210
池田土屋薬局 61-5021

5月21日（日） なつめ薬局 85-0536

5月28日（日）
内川薬局板取 62-9912
ナシダ薬局 62-6370

■5月の主な行事
期　　日 行　事　名

5月　9日（火） ナイターソフト開幕
5月10日（水） 高瀬中　部活動参観・懇談会
5月19日（金） 安曇養護　こいのぼり運動会
5月20日、21日 北アルプス展望ウオーク

■人の動き
4月1日現在 （　）内は前月比
●人　口 10,096人　（△30）
　　　男 4,865人　（△16）
　　　女 5,247人　（△14）
●世帯数 3,970世帯（＋8）

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

5 月 　 1 日（ 月 ） （有）東設備 090-3083-3770

5 月 　 2 日（ 火 ） 小林設備 090-7213-7218

5 月 　 3 日（ 祝 ） 池田商会 090-1057-5000

5 月 　 4 日（ 祝 ） （有）みやび設備 090-1869-3352

5 月 　 5 日（ 祝 ） （有）三和テクノ 090-1613-9425

5 月 　 6 日（ 土 ） エムケーシステム 090-4464-8147

5 月 　 7 日（ 日 ） （有）勝野設備工業所 62-4070からケータイへ転送

5 月 1 3 日（ 土 ） （有）設備工業 090-5412-1402

5 月 1 4 日（ 日 ） （株）中部水工池田営業所 62-8364からケータイへ転送

5 月 2 0 日（ 土 ） （有）サン設備工業 62-2448

5 月 2 1 日（ 日 ） （有）塩原設備 62-6721

5 月 2 7 日（ 土 ） 信光実業（株）大町支店 23-3020または62-3857

5 月 2 8 日（ 日 ） 日特工業（株） 22-5266

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■5月の納税等
軽自動車税
【納期限５月 31日】

※口座振替日は５月 29 日（月）で
す。前日までに残高の確認をお
願いします。


